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1
環境負荷低減に関する活動とタイムライン

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

Ｈ２２年度

エネルギー消費量の計測２

Ｈ２１年度

エネルギー消費量の計測１

Ｈ２０年度

断熱効果の測定

環境負荷低減に関する方策
1省エネ対策の推進 2学内における３Ｒの徹底
3環境関連法の周知徹底 4学内外への周知・啓発
5北の森林プロジェクト 6新たな手法の開発

サステナブルキャンパスの実現

年度

(H32) (H42)
2030

(H17) (H20) (H22) (H23) (H24) (H25) (H26) (H29)
2011 2012 2013 2020

(H27) (H28)
2016 2017

80% 65%

2005 20082006 2014 2015

90% 89%

2010
(H18)

省エネ法：事業者単位規制

地球温暖化対策基本法：事業者単位報告

第Ⅰ期中期計画・目標 第Ⅱ期中期計画・目標 第Ⅲ期中期計画・目標

100% 98% 96% 94% 92%

Ｇ８大学サミット

札幌サステイナビ
リティ宣言

サステイナブル
キャンパス
推進本部

開設

国際
シンポジウム

第Ⅲ期

キャンパス
マスタープラン

策定

CO2削減
中期的目標
達成年度

CO2削減
長期的目標
達成年度

CO2削減
基準年

環境負荷低減
に関する
提言

国際
シンポジウム

国際
シンポジウム

第Ⅱ期

キャンパス
マスタープラン

策定

Ｈ１９年度～

環境対策効果の推計
（概算要求説明資料）



2
マスタープランに沿った環境負荷低減に関する取り組み

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施
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断熱効果の測定

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施
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4
プロジェクトの目的

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

「見える化」による省エネ推進
意識啓発による取り組みの推進

環境負荷低減の積極的取り組み

条件： 経費をかけない，スマートな取り組み

・環境負荷低減モデル事業
・ＣＯ２排出量削減に効果
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「見える化」って・・・

（一般的な定義）

期待される効果
①問題の早期発見と解決
②情報公開による意識啓発
③問題の顕在化による再発防止

見える化

自ら改善する努力を促す
仕組み，環境をつくる

基本になる情報，データを提示

現場の人が自ら気づき
問題意識を高める

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

・省エネ活動による
エネルギー消費量の
抑制状況の検証

・省エネ削減効果の
データ公開
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具体的取り組み

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

エネルギー消費量の測定（４週間）

Ⅰ週目 通常使用週
（省エネ活動を実施する前のデータ収集）

Ⅱ週目 省エネ活動実施週
（省エネ活動によるエネルギー消費量抑制）

Ⅲ週目 省エネパトロール実施週
（省エネパトロールによるエネルギー消費量抑制）

Ⅳ週目 省エネ活動実施後週
（省エネ活動が終わった後のデータ収集）

・省エネ活動の取り組みを紹介したポスターの配布
・廊下等照明用人感センサーのタイマー設定見直し
・ホール，廊下等共通部分の蛍光管の間引き
・共通湯沸かし器の設定温度見直し

・各室へ省エネの呼びかけ
・省エネアンケート実施

省エネ活動

省エネパトロール

「省エネ活動実施中」ポスター

省エネ活動実施中

待機電力節減キャンペーン

トイレでも省エネ

暖房便座の

蓋を閉めましょう

省エネは一人一人の行動から

ご協力よろしくお願いします

北海道大学
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対象施設等

環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

施 設 名 法学部研究棟第一
構造･階数 ＲＣ造 地上６階
延床面積 ５,５９７㎡

Ｓ４１ ３,０２６㎡新築
Ｓ５１ １,６４１㎡増築
Ｈ ６ ９３０㎡増築

使用開始 平成1９年３月全面改修
建物構成 教員研究室，院生研究室，

講義室，ゼミ室，図書室等

法学部 研究棟第一

測定期間

平成22年2月1日～3月7日

電力メータ ２１点
ガスメータ １点
温度計 １０点

測定対象

工学部 材料化学系棟南棟
工学部 材料化学系棟実験棟

（文系学部，事務系部門） （理工系学部，医系学部） （研究所系施設）

低温科学研究所 本館
低温科学研究所 新館

施 設 名 工学部材料化学系棟南棟
構造･階数 ＲＣ造 地下１階地上８階
延床面積 １０,０９８㎡

Ｈ ７ ５,０２７㎡新築
Ｈ ８ ５,０７１㎡新築

使用開始 平成７年
建物構成 実験室，教員研究室，

院生研究室，講義室，
ゼミ室，図書室等

工学部材料化学系棟実験棟
ＲＣ造 地上３階
２,１５０㎡
Ｈ ８ ２,１１１㎡新築
Ｈ１４ ３９㎡増築

平成８年
実験室，講義室等

施 設 名 低温科学研究所本館
構造･階数 ＲＣ造 地上３階
延床面積 ３,９４８㎡

Ｓ４３ ２,８７４㎡新築
Ｓ５０ １,０７４㎡増築

使用開始 平成２０年全面改修
建物構成 教員研究室，院生研究室，

講義室，ゼミ室，図書室等

低温科学研究所新館
ＲＣ造 地上３階
２,４４２㎡
Ｈ１２ ２,４４２㎡新築

平成1２年
教員研究室，院生研究室，
講堂等

平成２３年２月７日～３月６日 平成２３年２月７日～３月６日

電力メータ ３５点
温度計 ８点

電力メータ １５点
ガスメータ ２点
温度計 ４点

事業経費
250万円（機器ﾚﾝﾀﾙ）

事業経費
452万円（機器買取り）

事業経費
373万円（機器買取り）



プロジェクトの効果（１）

8環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

法学部 研究棟第一 工学部 材料化学系棟南棟
工学部 材料化学系棟実験棟

（文系学部，事務系部門） （理工系学部，医系学部） （研究所系施設）

低温科学研究所 本館
低温科学研究所 新館
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プロジェクトの効果（２）

9環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

（文系学部，事務系部門） （理工系学部，医系学部） （研究所系施設）

年間削減量最大
電力－１３％（1,175 千KWh）

（13 百万円相当）
ガス－２８％（ 191 千m3）

（11 百万円相当）
CO2 （ 950 t-CO2）

年間削減量最大
電力－ ８％（4,987 千KWh）

（55 百万円相当）
ガス－２３％（ 604 千m3）

（36 百万円相当）
CO2 （3,570 t-CO2）

年間削減量最大
電力－ ９％（1,910 千KWh）

（21 百万円相当）
ガス－２３％（ 109 千m3）

（ 7 百万円相当）
CO2 （1,080 t-CO2）

全学年間削減量合計
電力 -8,072 千KWh/年（89 百万円相当）
ガス - 904 千m3/年 （54 百万円相当）
CO2 -5,600 t-CO2/年

合計
（143 百万円相当）

（全学的に取組んだと仮定した場合）

※金額及びCO2排出係数は平成２２年度を参考とした



プロジェクトの効果（３）

10環境負荷「見える化」モデルプロジェクトの実施

室使用時間帯（月・火・水・木・金）
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21, 26%

7, 9%
52, 65%

全消灯 部分消灯 全点灯

好天時の昼光利用（室数,割合）

25, 32%
44, 58%

8, 10%

全消灯 部分消灯 全点灯

（工学部集計の一部）アンケート結果


